
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
「
二
〇
二
一

年
度
差
別
の
歴
史
を
考
え
る
連
続
講
座
」

の
第
二
回
を
京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー

で
、
一
〇
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し

く
は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演
録
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

銭
座
跡
村
は
、
鴨
川
を
は
さ
ん
で
五

条
通
か
ら
八
条
通
の
間
に
広
が
る
大
仏

柳
原
庄
の
領
域
に
享
保
一
七
（
一
七
三

二
）
年
に
開
発
さ
れ
た
村
で
あ
る
。
住

民
の
多
く
は
皮
革
関
連
産
業
に
従
事
し
、

人
口
は
一
八
世
紀
末
に
は
二
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
京
都
で
は
六
条
村
と
並
ぶ
最

大
規
模
の
被
差
別
民
の
村
と
な
っ
た
。

こ
の
村
の
成
立
に
は
、
刑
警
吏
役
を

担
う
役
人
村
で
あ
る
六
条
村
が
大
仏
柳

原
庄
へ
移
転
し
た
際
に
積
み
残
し
た
課

題
が
関
係
し
て
い
る
。
鴨
川
西
岸
の
七

条
通
よ
り
北
に
あ
っ
た
六
条
村
は
、
妙

法
院
に
よ
る
新
地
開
発
（
収
益
を
あ
げ

る
た
め
に
領
地
の
河
川
敷
を
商
業
用
地

や
宅
地
と
し
て
開
発
）
に
伴
い
、
被
差

別
民
の
存
在
が
町
家
誘
致
の
妨
げ
に
な

る
と
の
理
由
で
正
徳
三
（
一
七
一
三
）

年
に
七
条
通
よ
り
南
の
鴨
川
西
岸
に
移

転
さ
せ
ら
れ
た
。
移
転
時
の
妙
法
院
と

の
交
渉
で
刑
警
吏
役
を
担
う
た
め
の
条

件
は
確
保
さ
れ
た
が
、
手
狭
で
あ
っ
た

居
住
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
は
実
現
で

き
な
か
っ
た
。
雪
駄
な
ど
の
皮
革
関
連

産
業
を
営
む
自
営
業
者
も
多
く
、
生
産

に
従
事
す
る
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
場

所
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
、
六
条
村

の
南
に
あ
る
か
つ
て
銅
銭
の
鋳
造
所
だ
っ

た
銭
座
跡
の
開
発
願
を
六
条
村
南
組
の

手
下
が
奉
行
所
に
提
出
す
る
が
、
役
人

村
の
年
寄
た
ち
の
反
対
に
よ
り
受
付
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
享
保
一
六

（
一
七
三
一
）
年
に
六
条
村
南
組
年
寄

と
天
部
村
年
寄
が
開
発
願
を
提
出
し
奉

行
所
よ
り
認
可
さ
れ
、
翌
年
に
銭
座
跡

村
が
成
立
す
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
に
は
、

被
差
別
民
内
の
年
寄
と
手
下
の
階
層
間

対
立
と
共
に
年
寄
間
の
対
立
も
反
映
し

て
い
た
。
一
七
世
紀
以
降
の
商
品
経
済

の
発
展
に
伴
っ
て
、
手
下
の
中
に
は
皮

革
業
者
と
し
て
富
を
蓄
え
労
働
者
を
雇

う
な
ど
年
寄
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
力
を

持
つ
者
も
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た

年
寄
間
に
も
刑
警
吏
役
を
重
視
す
る
北

組
と
皮
革
業
の
経
営
を
重
視
す
る
南
組

の
対
立
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
銭
座
跡
村
の
成
立
に
は

被
差
別
民
側
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
領

主
の
妙
法
院
や
本
村
の
大
仏
柳
原
庄
か

ら
の
強
力
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
近
年
「
妙
法
院
関
連
文
書
」
な
ど

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
享
保
年

間
の
幕
府
の
緊
縮
財
政
に
よ
っ
て
財
政

難
に
陥
っ
て
い
た
妙
法
院
が
、
領
地
内

の
銅
に
よ
る
土
壌
汚
染
の
た
め
農
地
に

は
適
さ
な
い
銭
座
跡
地
か
ら
収
入
を
確

保
す
る
た
め
に
本
村
の
庄
屋
た
ち
と
共

に
被
差
別
民
に
対
し
て
積
極
的
な
誘
致

（
「
計
略
」
も
含
む
）
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
二
度
に
わ
た
る
開
発
願
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

銭
座
跡
村
の
成
立
後
、
役
人
村
内
部

の
秩
序
か
ら
解
放
さ
れ
商
工
業
者
と
し

て
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
新
興
の

皮
革
関
連
業
者
で
あ
る
家
持
層
の
手
下

や
、
よ
り
良
い
条
件
の
下
で
の
皮
革
の

仕
事
の
獲
得
や
狭
く
劣
悪
な
環
境
か
ら

の
脱
却
を
願
う
借
家
層
の
手
下
た
ち
が

北
組
、
南
組
を
問
わ
ず
数
多
く
六
条
村

か
ら
移
住
し
て
い
っ
た
。

働
き
手
の
受
け
皿
と
な
る
宅
地
を
必

要
と
す
る
被
差
別
民
た
ち
と
、
作
物
の

取
れ
な
い
銭
座
跡
地
か
ら
地
代
収
入
を

確
保
し
た
い
領
主
や
本
村
側
の
利
害
が

一
致
し
た
こ
と
で
銭
座
跡
村
の
成
立
が

実
現
し
た
の
で
あ
る
。
（
文
責

編
集
部
）
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第
２
回

銭
座
跡
村
の
成
立

―
一
八
世
紀
京
都
の
市
街
地
近
郊
に
で

き
た
皮
革
業
の
村
―

講
師

小
林

ひ
ろ
み
さ
ん

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
公
文
書
課
会
計
年
度

任
用
職
員
）



二
〇
二
一
年
八
月
九
日
、
京
都
部
落

問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
の
秋
定

嘉
和
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
八
七
歳
で

あ
っ
た
。
恒
例
の
秋
定
会
が
昨
年
、
今

年
と
中
止
に
な
り
、
元
気
に
し
て
お
ら

れ
る
か
と
電
話
を
し
た
の
が
六
月
頃
で

あ
っ
た
。
奥
さ
ん
の
話
で
は
、
病
院
で

元
気
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
ま
た
電
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
と
お
伝
え
し
た
の
が
最
後
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
秋
定
会
に
ふ
れ
な

が
ら
私
が
接
し
た
先
生
の
人
柄
や
業
績

を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
。

先
生
は
、
一
九
三
四
年
三
月
、
明
石

市
に
生
ま
れ
、
兵
庫
県
立
湊
川
高
校
、

立
命
館
大
学
に
進
ま
れ
、
兵
庫
県
立
尼

崎
工
業
高
等
学
校
教
諭
、
池
坊
短
期
大

学
教
授
を
経
て
、
短
大
退
職
後
の
一
九

九
三
年
以
降
、
部
落
解
放
研
究
所
理
事
、

大
阪
人
権
博
物
館
館
長
（
一
九
九
五
年
）
、

世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
部

長
（
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

二
〇
〇
五
年
六
月
以
降
は
、
京
都
部
落

問
題
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
所
長
を
務

め
ら
れ
て
い
た
。
先
生
と
セ
ン
タ
ー
と

の
関
係
は
、
一
九
七
七
年
に
設
立
さ
れ

た
前
身
の
京
都
部
落
史
研
究
所
の
企
画

委
員
に
就
任
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
か
ら
、

四
〇
年
以
上
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
先
生
は
、
単
著
で
は
『
近

代
日
本
人
権
の
歴
史
』
（
一
九
九
二
年
）
、

『
近
代
と
被
差
別
部
落
』
（
一
九
九
三
年
）
、

『
部
落
の
歴
史

近
代
』
（
二
〇
〇
四
年
）
、

『
近
代
日
本
の
水
平
運
動
と
融
和
運
動
』

（
二
〇
〇
六
年
）
、
『
人
権
か
ら
見
た
近

代
京
都
』
（
二
〇
一
二
年
）
の
五
冊
を
世

に
出
し
、
史
料
編
纂
は
渡
部
徹
さ
ん
や

原
田
伴
彦
さ
ん
ら
と
の
『
部
落
問
題
・

水
平
運
動
資
料
集
成
』
全
五
巻
（
三
一
書

房
、
一
九
七
三
～
一
九
七
八
年
）
や
『
近
代

部
落
史
資
料
集
成
』
全
一
〇
巻
（
三
一
書

房
、
一
九
八
四
～
一
九
八
六
年
）
な
ど
に

『
売
買
春
問
題
資
料
集
成
』
全
一
三
巻

（
不
二
出
版
、
一
九
九
七
～
一
九
九
八
年
）

を
加
え
て
一
一
に
及
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
は
当
然
責
任
編
集
を
務
め
ら
れ
た

『
京
都
の
部
落
史
』
全
一
〇
巻
（
京
都
部

落
史
研
究
所
、
一
九
八
四
～
一
九
九
五
年
）

も
含
ま
れ
て
い
る
。

秋
定
会
は
、
先
生
が
大
阪
人
権
博
物

館
館
長
の
頃
か
ら
定
着
し
て
い
た
毎
週

木
曜
日
の
飲
み
会
が
、
館
長
退
任
後
も

毎
年
数
回
に
減
少
し
て
継
続
し
た
こ
と

で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
途

中
参
加
の
私
が
こ
こ
数
年
間
連
絡
係
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
の

理
由
の
一
つ
は
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う

に
先
生
に
は
何
か
に
つ
け
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

当
初
の
秋
定
会
メ
ン
バ
ー
は
博
物
館

職
員
で
あ
っ
た
朝
治
武
さ
ん
や
先
生
の

著
書
等
の
編
集
実
務
に
携
わ
っ
た
宮
武

利
正
さ
ん
、
金
井
宏
司
さ
ん
、
松
原
圭

さ
ん
、
そ
し
て
解
放
新
聞
編
集
長
の
故

笠
松
明
広
さ
ん
ら
少
数
で
あ
っ
た
が
、

宮
武
さ
ん
に
よ
る
と
、
毎
週
木
曜
日
の

朝
に
は
飲
み
会
予
約
の
電
話
が
先
生
か

ら
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
私
が
誘
い

を
受
け
た
頃
に
は
と
き
お
り
の
秋
定
会

と
併
行
し
て
年
末
恒
例
の
飲
み
会
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
が
、
先
生
の
体
調
も
考

慮
し
、
次
第
に
年
一
回
の
飲
み
会
に
収

斂
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
私
は
当

初
の
秋
定
会
の
雰
囲
気
は
知
ら
な
い
の

だ
が
、
会
の
連
絡
係
を
担
当
し
た
頃
の

秋
定
会
は
、
先
生
の
仕
事
を
継
承
し
た

朝
治
さ
ん
と
の
共
編
『
近
代
日
本
と
水

平
社
』
（
二
〇
〇
二
年
三
月
）
や
、
大
阪

人
権
博
物
館
編
『
近
現
代
の
部
落
問
題

と
山
本
政
夫
』
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
が

す
で
に
上
梓
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
研
究
上
の
議
論
を
闘
わ
す
と
い

う
こ
と
も
な
く
、
寺
木
伸
明
さ
ん
、
加

藤
昌
彦
さ
ん
ら
を
含
む
十
名
内
外
の
出

席
者
が
好
き
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
盛

り
上
が
り
、
先
生
は
そ
れ
ら
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
酒
を
た
し
な
み
、

生
い
立
ち
や
部
落
問
題
研
究
へ
の
い
き

さ
つ
、
友
人
や
研
究
仲
間
に
つ
い
て
の

不
躾
な
質
問
に
も
応
え
て
く
れ
る
、
ま

さ
に
当
初
の
飲
み
会
も
そ
う
で
あ
っ
た

ろ
う
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
雰
囲
気
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

先
生
と
私
の
関
係
を
ふ
り
返
る
機
会
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

先
生
に
つ
い
て
思
い
出
す
の
は
、
お

会
い
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
あ
る
。
四
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
が
、
奈
良
の
菖
蒲
池
で

開
か
れ
て
い
た
全
国
研
究
会
で
初
め
て

お
会
い
し
た
時
、
先
生
が
関
わ
っ
て
い

た
京
都
部
落
史
研
究
所
を
紹
介
し
て
下

さ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
研
究
所
の
方
々

と
『
京
都
の
部
落
史
』
に
関
す
る
史
料

探
訪
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
奈
良
市
で
部
落
史
編
纂
作
業
が
持
ち

上
が
っ
た
際
に
も
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

先
生
と
は
一
〇
歳
以
上
離
れ
て
い
た

た
め
、
ま
た
私
が
教
育
史
専
門
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
後
は
話
し
か
け
る
こ
と

も
少
な
か
っ
た
が
、
研
究
会
等
で
人
な

つ
っ
こ
く
、
し
か
も
適
切
な
助
言
を
し

て
く
だ
さ
る
性
格
に
惹
か
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
、
先
生
が
世
界
人
権
問
題
研

究
セ
ン
タ
ー
第
二
部
長
の
時
代
に
は
、

無
理
を
言
っ
て
研
究
会
の
一
員
に
も
加

え
て
頂
い
た
。
こ
こ
で
も
飲
み
会
は
恒

例
で
あ
っ
た
が
、
先
生
の
読
書
量
の
多

さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ

た
。
『
近
代
と
被
差
別
部
落
』
に
は
小
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仁
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（
全
国
部
落
史
研
究
会
会
員
）



学
生
時
代
か
ら
『
講
談
全
集
』
類
を
乱

読
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ

の
頃
で
も
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
文
庫
本

が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。秋

定
会
と
関
連
し
て
、
偶
然
私
に
与

え
ら
れ
た
最
大
の
仕
事
（
試
練
？
）
は
、

二
〇
一
六
年
七
月
、
全
国
部
落
史
研
究

大
会
で
先
生
の
業
績
を
ふ
り
返
る
作
業

を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
が

「
わ
た
し
の
部
落
史
研
究
の
回
顧
と
展

望
」
と
題
す
る
全
体
講
演
を
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
手
島
一
雄
さ
ん
の
「
秋
定

先
生
の
「
部
落
史
研
究
」
を
顧
み
て
」

に
加
え
て
先
生
の
研
究
業
績
を
整
理
す

る
よ
う
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
教
育

史
研
究
も
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
私
に

先
生
の
業
績
を
云
々
す
る
資
格
は
な
い

の
だ
が
、
箇
条
書
き
と
し
て
業
績
を
整

理
す
る
だ
け
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
全
国

部
落
史
研
究
会
の
『
部
落
史
研
究
』
第

二
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
今
こ
の
作
業
を
ふ
り
返
っ

て
見
る
と
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
先
生

の
研
究
、
特
に
民
主
主
義
や
人
権
に
つ

い
て
理
解
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の

は
、
私
が
こ
の
作
業
で
感
じ
た
こ
と
は
、

先
生
の
研
究
が
大
会
講
演
で
も
ふ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
部
落
問
題
に
か
ぎ
ら
ず
、

転
向
問
題
や
共
同
体
論
、
朝
鮮
衡
平
運

動
、
民
俗
学
、
宗
教
問
題
、
女
性
問
題
、

大
衆
文
学
、
活
動
写
真
等
々
に
根
を
張
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
『
近
代
と
被
差
別
部
落
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
柳
田
民
俗
学
や
喜
田
貞
吉
史

学
と
差
別
、
葬
儀
社
、
ハ
ン
セ
ン
病
、

犯
罪
と
刑
吏
な
ど
を
論
じ
た
「
部
落
史

周
辺
」
、
そ
し
て
特
に
最
後
の
著
書

『
人
権
か
ら
見
た
近
代
京
都
』
の
内
容
、

西
陣
の
仕
事
と
風
俗
、
京
都
の
映
画
界

と
人
権
、
水
上
勉
と
京
の
人
権
文
化
な

ど
に
見
て
と
れ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
感
銘
を
受
け

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
先
生
の

他
の
仕
事
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
「
幅
広
い

関
連
研
究
」
と
し
て
ま
と
め
る
に
と
ど

ま
っ
た
。
実
際
に
は
、
私
自
身
が
先
生

の
研
究
姿
勢
や
民
主
主
義
・
人
権
と
向

き
合
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

先
生
の
部
落
史
研
究
が
、
民
主
主
義

を
軸
に
、
統
計
資
料
を
駆
使
し
た
資
本

主
義
と
部
落
の
産
業
構
造
分
析
（
「
日
本

帝
国
主
義
と
部
落
産
業
」
一
九
六
七
、
一
九

九
三
年
所
収
）
や
、
解
放
運
動
を
水
平
・

融
和
の
両
運
動
の
再
検
討
を
通
し
て
解

明
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色

が
あ
る
こ
と
は
大
方
の
認
め
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
先
生
の
仕
事
に
お
い
て
民

主
主
義
は
大
前
提
で
あ
る
。

た
と
え
ば
資
本
主
義
と
部
落
経
済
の

問
題
は
、
「
日
本
資
本
主
義
と
部
落
問

題
」
（
一
九
七
九
、
一
九
九
三
年
所
収
）
で

天
皇
制
下
の
部
落
問
題
と
し
て
一
応
の

総
括
が
示
さ
れ
る
が
、
当
然
の
よ
う
に

「
部
落
解
放
は
あ
く
ま
で
民
主
主
義
的

要
求
の
一
つ
の
実
現
で
あ
り
、
こ
こ
で

本
質
と
い
う
の
は
身
分
差
別
で
あ
る
」

（
八
〇
頁
）
と
民
主
主
義
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
民
主
主
義
の
問
題
は

「
身
分
差
別
」
の
解
消
で
あ
る
と
と
も

に
部
落
経
済
の
問
題
と
し
て
も
と
ら
え

ら
れ
る
こ
と
で
、
戦
前
の
部
落
産
業
は

「
身
分
制
的
」
資
本
―
賃
労
働
と
し
て

資
本
主
義
社
会
の
構
造
に
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
形
態
の
な
か
で

国
内
的
な
差
別
、
東
ア
ジ
ア
経
済
と
結

び
つ
い
て
い
た
と
整
理
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
戦
後
の
部
落
経
済
は
そ
の

再
編
過
程
と
と
ら
え
ら
れ
、
戦
後
理
解

に
お
い
て
は
当
然
の
よ
う
に
高
度
経
済

成
長
期
に
注
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
水
・
融
研
究
に
つ
い
て
は
、
そ

の
出
発
点
と
な
る
の
が
「
初
期
水
平
運

動
と
社
会
主
義
」
（
一
九
七
三
、
二
〇
〇

六
年
所
収
）
と
「
同
愛
会
試
論
」
（
一
九

七
八
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
で
あ
る
が
、

水
平
運
動
研
究
に
つ
い
て
は
人
間
主
義

や
ア
ナ
派
、
社
民
系
の
活
動
に
注
目
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
融
和
運
動
で
は
同

愛
会
を
中
心
と
す
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

的
運
動
を
評
価
し
、
昭
和
恐
慌
を
背
景

と
す
る
経
済
更
生
運
動
や
一
九
三
五
年

の
「
融
和
事
業
完
成
十
カ
年
計
画
」
に

新
し
い
評
価
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
先
生
の
業
績
に
あ
っ
て

は
、
資
料
集
や
辞
典
類
も
そ
う
で
あ
る

が
、
七
〇
～
八
〇
年
代
に
ほ
ぼ
重
要
な

研
究
成
果
が
世
に
問
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
上
記
テ
ー
マ
の
諸
論
文
や
論
考

が
『
近
代
日
本
人
権
の
歴
史
』
、
『
近

代
と
被
差
別
部
落
』
、
そ
し
て
『
近
代

日
本
の
水
平
運
動
と
融
和
運
動
』
の
大

半
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
先
の
「
幅
広
い
関

連
研
究
」
が
同
時
期
に
併
行
し
て
進
行

し
て
い
た
こ
と
を
、
先
生
の
一
種
余
技

の
よ
う
に
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

先
生
は
一
九
七
八
年
に
喜
田
貞
吉
史
学

に
言
及
し
て
お
り
、
『
こ
ぺ
る
』
に

「
部
落
史
周
辺
」
を
連
載
し
た
の
は
一

九
八
四
年
だ
っ
た
。
先
生
の
部
落
問
題

へ
の
関
心
は
、
伝
統
的
差
別
社
会
の
複

雑
さ
や
多
様
な
差
別
問
題
と
の
関
係
性

の
検
討
作
業
と
し
て
同
時
並
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
先
生
に
と
っ
て
、
こ
れ

ら
多
様
な
テ
ー
マ
研
究
は
、
先
の
資
本

主
義
と
部
落
問
題
研
究
や
水
・
融
研
究

と
な
ん
ら
矛
盾
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
私
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
化
さ
れ
る
民

主
主
義
や
人
権
へ
の
違
和
感
も
あ
っ
て
、

先
生
の
な
か
で
同
居
し
て
い
る
理
由
が

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
今
回
、
先
生
の
著
書
を
読
み
返

す
中
で
、
民
主
主
義
を
重
視
す
る
先
生

の
姿
勢
が
こ
の
「
幅
広
い
関
連
研
究
」

を
重
視
す
る
理
由
の
一
端
に
は
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
民
主
主
義
論
を
含
め
た
部
落

史
研
究
見
直
し
論
に
伺
え
る
よ
う
に
思
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わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
先
生
は
「
部
落
解
放
運
動

史
の
枠
組
み
」
（
一
九
八
四
、
一
九
九
三

年
所
収
）
で
差
別
解
消
に
は
、
血
縁
、
職

域
、
地
縁
の
共
同
体
間
の
民
主
化
が
不

可
欠
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
視
点
は
す

で
に
「
同
和
問
題
解
決
へ
の
思
想
史
的

推
移
」
（
一
九
八
〇
、
一
九
九
二
年
「
序
章
」
）

で
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
民

主
主
義
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な

く
、
「
「
草
の
根
」
の
民
主
主
義
は
、

古
風
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
自
分
の
一

族
に
同
和
地
区
の
出
身
者
を
加
え
て
も

い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
悩
み
、
そ
の

決
断
を
下
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
す
」

（
三
〇
頁
）
と
、
結
婚
に
か
か
わ
る
人
間

の
尊
重
が
「
草
の
根
」
民
主
主
義
の
問

題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
指

摘
は
最
初
の
著
書
と
同
年
の
「
全
国
水

平
社
創
立
七
〇
周
年
の
歴
史
的
教
訓
」

（
一
九
九
二
、
一
九
九
三
年
所
収
）
で
も

「
日
本
の
「
草
の
根
」
民
主
主
義
」
の

問
題
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
二
年
に
最
初
の
著
書
が
登
場

し
た
当
時
、
私
は
そ
の
内
容
の
評
価
と

は
別
に
「
人
権
」
の
名
が
冠
さ
れ
た
こ

と
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
が
、
今
回

そ
の
独
り
よ
が
り
な
反
発
に
も
あ
ら
た

め
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
先
生
の

業
績
の
再
整
理
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

水
平
・
融
和
運
動
を
両
軸
と
し
た
部
落

解
放
史
像
は
『
近
代
日
本
の
水
平
運
動

と
融
和
運
動
』
や
『
部
落
の
歴
史

近

代
』
に
結
実
し
、
部
落
問
題
を
「
草
の

根
」
民
主
主
義
を
追
求
す
る
視
点
と
し

て
検
討
す
る
作
業
は
『
近
代
日
本
人
権

の
歴
史
』
や
『
近
代
と
被
差
別
部
落
』

か
ら
始
ま
り
、
多
様
な
差
別
・
被
差
別

状
況
を
直
視
し
た
人
に
目
を
向
け
、

「
人
」
の
有
り
様
を
問
う
『
人
権
か
ら

見
た
近
代
京
都
』
へ
と
結
実
し
て
い
っ

た
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
人
権
」
に
つ

い
て
、
先
生
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

人
権
問
題
と
い
う
の
は
建
前
と
本
音

で
使
い
わ
け
を
や
っ
て
、
う
ま
く
言

い
逃
れ
が
で
き
る
テ
ー
マ
だ
と
思
う

の
で
す
。
で
す
か
ら
真
面
目
、
不
真

面
目
を
問
わ
ず
、
ど
う
い
う
態
度
で

き
ち
ん
と
対
処
で
き
る
か
ど
う
か
で

す
。
（
中
略
）
知
っ
た
こ
と
で
逆
に
差

別
を
強
め
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

が
知
識
で
す
し
、
知
っ
た
こ
と
で
憤

り
を
感
じ
て
差
別
を
な
く
そ
う
と
す

る
の
も
知
識
で
す
が
、
そ
れ
を
動
か

す
の
は
人
間
の
品
性
と
い
う
か
教
養

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
深
い
人

間
性
に
裏
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
『
人
権
か

ら
見
た
近
代
京
都
』
八
四
頁
）

無
類
の
読
書
家
で
近
代
部
落
問
題
・

人
権
問
題
の
新
境
地
を
開
拓
し
た
秋
定

嘉
和
先
生
、
偲
ぶ
会
で
ま
た
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

八
月
九
日
、
秋
定
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た
。
突
然

の
訃
報
に
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
秋
定

さ
ん
宅
に
は
自
転
車
で
駆
け
つ
け
る
こ

と
の
出
来
る
と
こ
ろ
に
居
な
が
ら
生
前

お
会
い
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
が
今
も

悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

部
落
問
題
研
究
で
大
き
な
足
跡
を
残

さ
れ
て
い
る
秋
定
嘉
和
氏
に
つ
い
て
の

人
と
な
り
お
よ
び
足
跡
に
つ
い
て
は

『
解
放
新
聞
京
都
版
』
第
一
二
一
四
号

（
二
〇
二
一
年
九
月
一
日
）
に
「
秋
定

嘉
和
さ
ん
が
逝
去

部
落
問
題
研
究
資

料
セ
ン
タ
ー
所
長
」
で
触
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
本
稿
で
は
「
秋
定
さ
ん
の
思

い
出
」
と
題
し
て
秋
定
さ
ん
を
偲
ぶ
こ

と
と
す
る
。
飾
ら
な
い
人
柄
で
先
輩
面

す
る
こ
と
な
く
誰
彼
な
く
親
し
く
付
き

合
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
秋
定
さ
ん
と

呼
ば
せ
て
い
た
だ
く
の
が
私
に
と
っ
て

一
番
ぴ
っ
た
り
と
す
る
。
以
下
失
礼
を

も
顧
み
ず
秋
定
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
も
ら

う
こ
と
を
ま
ず
お
断
り
す
る
。

一
九
六
七
、
八
年
頃
、
私
が
大
学
院

生
時
代
、
日
本
史
研
究
会
の
研
究
大
会

で
受
付
係
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
受
付
係
の
テ
ー
ブ
ル
に

風
呂
敷
包
み
を
抱
え
た
男
性
が
来
ら
れ

た
。
風
呂
敷
包
み
か
ら
何
冊
か
の
冊
子

を
取
り
出
し
、
こ
れ
を
会
員
の
方
の
目

の
触
れ
る
と
こ
ろ
に
並
べ
て
く
れ
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
や
り
と
り
が
聞
こ
え

て
き
た
。
そ
の
後
、
並
べ
ら
れ
た
冊
子

の
正
式
な
名
称
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が

朝
鮮
史
お
よ
び
日
朝
関
係
史
の
論
文
集

で
あ
っ
た
こ
と
は
今
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。
秋
定
さ
ん
を
お
見
か
け
し
た
の

は
そ
の
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
秋
定

さ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は
日
朝
関
係

史
研
究
者
と
し
て
の
先
輩
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
偶
然
に
も
秋
定
さ
ん
の
ご

自
宅
近
く
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
秋
定

さ
ん
の
ご
自
宅
に
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
の
秋
定
さ
ん
宅
に
は
、

立
命
館
大
学
日
本
史
専
攻
の
先
輩
や
大

勢
の
若
い
研
究
者
が
出
入
り
し
て
い
た
。

秋
定
さ
ん
は
研
究
熱
心
な
若
者
な
ら
ば

ど
の
よ
う
な
人
で
も
快
く
受
け
入
れ
る
、

そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
。
日
本
史
、
朝
鮮

語
、
朝
鮮
史
、
教
育
問
題
や
経
済
学
、

哲
学
等
、
研
究
の
分
野
は
多
方
面
に
渡
っ

て
い
た
。
議
論
は
、
秋
定
さ
ん
を
中
心

に
学
園
闘
争
で
問
題
提
議
さ
れ
た
学
問

研
究
の
あ
り
方
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
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秋
定
さ
ん
の
思
い
出

中
島

智
枝
子

（
ポ
ッ
サ
ム
の
会
）



は
た
ま
た
、
新
し
く
発
表
さ
れ
た
研
究

論
文
に
つ
い
て
話
題
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た
。
と
も
か
く
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
私

達
は
ご
家
族
の
迷
惑
も
考
え
ず
に
夜
遅
く

ま
で
延
々
と
議
論
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

秋
定
さ
ん
が
私
た
ち
若
輩
の
者
を
相

手
に
徹
夜
で
議
論
が
出
来
た
こ
の
時
期

は
、
八
箇
亮
仁
氏
作
成
の
「
秋
定
嘉
和

氏
の
経
歴
お
よ
び
研
究
業
績
」
（
『
部
落

史
研
究
』
第
二
号
）
に
よ
る
と
兵
庫
県
立

尼
崎
工
業
高
校
の
先
生
を
辞
め
ら
れ
、

大
阪
工
業
大
学
等
で
非
常
勤
講
師
を
さ

れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
秋
定
さ
ん
に
比

較
的
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の

よ
う
な
機
会
が
持
て
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
時
期
に
、
秋
定
さ
ん
を
中
心
に

し
て
朝
鮮
史
お
よ
び
朝
鮮
問
題
に
関
心

の
あ
る
者
が
集
ま
っ
て
日
朝
関
係
史
研

究
会
が
結
成
さ
れ
た
。
私
も
参
加
し
て
、

月
一
回
の
研
究
会
が
始
ま
っ
た
。
や
が

て
、
大
阪
の
部
落
解
放
研
究
所
の
研
究

所
紀
要
『
部
落
解
放
研
究
』
の
二
号
（
一

九
七
四
年
三
月
）
に
秋
定
さ
ん
は
「
明
治

初
期
の
「
賤
民
」
統
計
表
に
つ
い
て
」

を
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
池
川
英
勝

氏
は
「
朝
鮮
衡
平
運
動
史
年
表
」
、
私

は
「
「
日
韓
併
合
」
を
め
ぐ
る
総
合
雑

誌
の
論
調
に
つ
い
て
」
を
同
誌
三
号
（
一

九
七
四
年
九
月
刊
）
に
発
表
し
た
。
同
誌

四
号
（
一
九
七
五
年
三
月
）
に
は
、
秋

定
さ
ん
が
「
初
期
水
平
社
運
動
資
料
の

一
断
片
」
を
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
朴

成
珆
氏
が
「
在
日
朝
鮮
人
運
動
年
表
」

を
発
表
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
研
究

会
が
も
た
れ
た
が
や
が
て
開
店
休
業
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
七
四
年
に
秋
定
さ
ん
は
池
坊
短

期
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に

渡
部
徹
氏
と
共
編
で
『
部
落
問
題
・
水

平
運
動
資
料
集
成
』
全
五
巻
を
は
じ
め

部
落
問
題
に
関
す
る
数
多
く
の
論
文
を

精
力
的
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
秋
定
さ

ん
の
自
著
『
近
代
日
本
の
水
平
運
動
と

融
和
運
動
』
（
二
〇
〇
六
年
九
月
刊
）
の

「
ま
え
が
き
」
で
「
私
は
一
九
七
〇
年

以
後
、
近
代
部
落
史
研
究
に
入
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
秋
定
さ
ん
独
自
の

視
角
か
ら
の
部
落
史
研
究
が
開
始
さ
れ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
秋
定
さ

ん
の
論
文
の
中
で
は
、
私
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
の
が
「
同
愛
会
試
論
」

（
『
部
落
問
題
論
集
』
第
二
号
、
一
九
七
八

年
三
月
）
で
あ
っ
た
。
私
が
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
期
の
思
想
に
関
心
が
あ
っ
た
だ

け
に
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
九
七
七
年
、
京
都
で
は
京
都
部
落

史
研
究
所
が
師
岡
佑
行
氏
を
所
長
と
し

て
創
立
さ
れ
た
。
同
研
究
所
は
『
京
都

の
部
落
史
』
編
纂
を
目
的
に
し
た
も
の

で
、
私
た
ち
の
共
通
の
恩
師
に
当
た
る

奈
良
本
辰
也
先
生
は
じ
め
、
井
上
清
、

原
田
伴
彦
、
野
間
宏
、
上
田
正
昭
、
渡

部
徹
氏
の
六
名
が
代
表
委
員
に
な
り
、

秋
定
さ
ん
は
同
所
の
企
画
委
員
に
な
ら

れ
た
。
私
は
朝
鮮
問
題
か
ら
部
落
問
題

に
研
究
の
方
向
を
変
え
、
『
京
都
の
部

落
史
』
編
纂
の
仕
事
に
研
究
員
と
し
て

加
わ
っ
た
。

同
所
で
開
か
れ
る
研
究
会
で
は
秋
定

さ
ん
と
は
同
席
す
る
こ
と
と
な
り
、
部

落
問
題
や
部
落
史
に
つ
い
て
数
多
く
の

史
料
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
そ
の

豊
か
な
知
見
と
見
識
に
教
え
ら
れ
た
。

研
究
会
で
の
議
論
は
、
そ
の
後
研
究
会

場
近
く
の
居
酒
屋
に
場
所
を
移
し
て
開

か
れ
る
懇
親
会
で
も
延
々
続
け
ら
れ
た

が
こ
れ
ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

あ
る
。

秋
定
さ
ん
と
い
え
ば
並
外
れ
た
書
物

の
蒐
集
家
で
あ
っ
た
。
ご
自
宅
に
あ
る

書
物
は
一
体
何
冊
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

近
所
と
い
う
こ
と
か
ら
つ
い
甘
え
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
、
図
書
館
の
よ
う
な
形

で
秋
定
さ
ん
宅
の
本
を
お
借
り
し
た
。

読
ま
な
け
れ
ば
と
思
う
本
は
大
体
秋
定

さ
ん
宅
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
秋
定
さ
ん

と
の
会
話
で
ま
だ
読
ん
で
な
い
と
い
う

と
、
次
回
お
会
い
し
た
時
に
は
ご
持
参

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
で

お
借
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

お
借
り
す
る
本
の
多
く
に
は
カ
バ
ー
が

か
け
ら
れ
、
本
の
裏
表
紙
の
と
こ
ろ
に

は
鉛
筆
で
ご
自
身
の
名
前
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
も
重
要
箇

所
に
鉛
筆
で
線
が
引
か
れ
て
い
る
書
物

も
あ
っ
た
。
秋
定
さ
ん
の
本
に
つ
い
て

の
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

秋
定
さ
ん
は
部
落
問
題
の
ほ
か
に
も

『
売
買
春
問
題
資
料
集
成
』
の
編
集
は

じ
め
廃
娼
問
題
で
論
文
を
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
売
買
春
問
題
等
の
性
差
別

問
題
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
京
都
部
落
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー
の

所
長
に
な
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
売
買
春

の
仕
事
に
関
連
す
る
方
か
ら
の
聞
き
取

り
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
秋
定
さ
ん
と

聞
き
取
り
を
行
う
私
た
ち
と
の
間
で
勉

強
会
が
始
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
勉

強
会
を
花
街
研
究
会
と
称
し
、
ほ
ぼ
月

一
回
の
割
合
で
勉
強
会
を
始
め
た
。
そ

の
当
時
の
レ
ジ
メ
を
見
て
み
る
と
秋
定

さ
ん
を
交
え
て
真
面
目
に
勉
強
会
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
勉
強
会

で
は
秋
定
さ
ん
が
蒐
集
さ
れ
た
史
料
を

数
多
く
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
基
本
的

文
献
の
ほ
か
に
戦
後
直
後
の
ガ
リ
版
刷

り
の
資
料
な
ど
多
方
面
に
渡
る
史
料
を

収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
し
た
も

の
で
あ
る
。
聞
き
取
り
相
手
と
の
調
整

が
で
き
な
い
ま
ま
聞
き
取
り
の
話
は
立

ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
聞
き
取

り
が
出
来
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
で
勉
強
会
を
終
え
る
の
で
は
な
く

続
け
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
と
今
も
悔
や

ま
れ
る
。

こ
う
し
て
秋
定
さ
ん
の
思
い
出
を
綴
っ

て
み
る
と
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ

る
。
あ
の
研
究
論
文
を
読
ん
だ
か
、
あ

の
本
を
読
ん
だ
か
、
い
つ
も
決
ま
っ
て

そ
の
よ
う
な
会
話
に
な
る
の
が
常
だ
っ

た
。
ど
こ
ま
で
も
一
学
究
と
し
て
過
ご

さ
れ
た
先
輩
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
秋
定
さ
ん
と
呼
び
、
思
い

出
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
今
、
改
め

て
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。
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そ
れ
ぞ
れ
事
情
と
契
機
を
抱
え
て
の

こ
と
と
推
察
さ
れ
る
が
、
近
年
に
な
っ

て
膠
に
つ
い
て
の
研
究
が
複
数
の
研
究

機
関
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
現

在
大
き
く
は
三
つ
の
組
織
に
よ
っ
て
膠

の
研
究
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

奈
良
製
墨
組
合
（
協
力
・
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
）
・
奈
良
女
子
大
学
・
武
蔵

野
美
術
大
学
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
応

高
い
ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
私
も
含
め
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

膠
と
は
生
き
物
が
も
つ
コ
ラ
ー
ゲ
ン

蛋
白
を
抽
出
し
て
、
接
着
剤
と
し
て
用

い
る
も
の
を
い
う
。
動
物
の
場
合
コ
ラ
ー

ゲ
ン
蛋
白
は
皮
（
他
に
骨
・
筋
）
に
多

く
含
ま
れ
る
た
め
、
元
来
水
に
溶
け
な

い
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
長
時
間
皮
を
煮
る
こ

と
で
溶
け
だ
す
。
ゼ
ラ
チ
ン
と
い
う
。

そ
れ
を
再
び
型
に
入
れ
て
凝
固
さ
せ
、

使
用
時
に
温
め
て
再
び
溶
か
し
て
用
い

る
の
が
一
般
的
な
方
法
で
あ
り
、
比
較

的
知
ら
れ
た
用
法
で
あ
ろ
う
。

「
煮
皮
」
が
原
義
と
言
わ
れ
る
。
動

物
の
皮
、
と
り
わ
け
牛
皮
を
原
料
に
用

い
る
た
め
、
伝
統
的
に
は
被
差
別
部
落

の
生
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
近
代

で
は
マ
ッ
チ
（
燐
寸
）
製
造
用
膠
が
膠

製
造
を
一
大
産
業
に
し
た
。
と
い
っ
て

も
中
小
企
業
で
あ
り
農
閑
余
業
の
枠
を

出
る
企
業
は
限
ら
れ
て
い
た
。
大
企
業

と
し
て
著
名
な
の
は
新
田
皮
革
（
皮
革

か
ら
始
ま
り
調
帯
に
特
化
し
、
さ
ら
に

は
膠
・
ゼ
ラ
チ
ン
の
製
造
を
お
こ
な
う
）

で
あ
り
、
被
差
別
部
落
に
あ
っ
て
は
奈

良
の
オ
リ
エ
ン
ト
工
業
と
兵
庫
の
旭
陽

化
学
工
業
が
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

前
近
代
で
は
日
本
絵
画
で
絵
の
具
で
あ

る
顔
料
を
画
布
（
和
紙
・
布
）
に
定
着

さ
せ
る
三
千
本
な
ど
と
、
墨
（
煤
や
油

煙
）
を
固
形
化
す
る
た
め
の
墨
膠
、
甲

冑
・
槍
・
刀
な
ど
の
武
器
製
作
で
と
り

わ
け
皮
の
接
着
に
用
い
た
膠
な
ど
が
大

き
な
用
途
と
し
て
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
鹿
皮
を
煮
た
鹿
膠
、
魚
の

浮
袋
を
煮
詰
め
た
魚
膠
も
あ
り
、
そ
れ

ら
は
部
落
と
関
わ
り
な
く
製
造
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

（
一
）

『
膠
を
旅
す
る
』
所
感

内
田
あ
ぐ
り
監
修
・
青
木
茂
他
著

『
膠
を
旅
す
る
』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇

二
一
年
五
月
）

三
章
構
成
。

第
一
章

膠
の
過
去
・
現
在
・
未
来

（
上
田
邦
介
（
画
材
商
）
・
山
本
直
彰

（
画
家
）
・
内
田
あ
ぐ
り
（
武
蔵
野
美
術

大
学
名
誉
教
授
）
鼎
談
）

第
二
章

膠
を
旅
す
る
（
現
地
調
査
・

写
真

網
走
・
大
阪
浪
速
・
貝
塚
・
東

京
墨
田
・
埼
玉
草
加
・
兵
庫

大
﨑
商
店
・

旭
陽
化
学
、
古
典
的
製
造
過
程
の
記
録

［
大
﨑
商
店
］
）

第
三
章

膠
を
め
ぐ
る
論
考
（
往
復
書

簡

小
金
沢
智
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
専
任

講
師
）
・
金
子
朋
樹
（
東
北
芸
術
工
科
大
学

准
教
授
）
／
「
神
的
暴
力
―
ニ
カ
ワ
研
究

の
余
白
に
」
北
澤
憲
昭
（
武
蔵
野
美
術
大

学
客
員
教
授
）
／
「
膠
雑
考
」
朴
亨
國

（
武
蔵
野
美
術
大
学
）
）

１
．
北
海
道
を
除
い
て
い
ず
れ
も
被

差
別
部
落
へ
の
訪
問
で
あ
る
。
か
つ
て

な
ら
ば
強
い
不
信
感
の
手
強
い
「
歓
迎
」

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
特
措
法

（
三
三
年
間
に
わ
た
る
部
落
解
放
施
策
）

を
経
て
、
解
放
運
動
団
体
や
外
向
き
の

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
部
分
は
、
好
意

的
で
素
直
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
社
会
的
背
景
が

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
と
訪
問
が
実

現
し
て
い
る
。
だ
が
訪
問
者
に
部
落
問

題
や
ケ
ガ
レ
と
い
っ
た
、
そ
う
し
た
歴

史
的
背
景
の
理
解
と
認
識
が
あ
っ
た
か

は
疑
問
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
直
接
に
現

地
を
訪
れ
、
対
話
し
、
実
際
の
仕
事
と

作
業
を
観
察
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
。
現
場

カ
ラ
ー
写
真
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
撮
影
か
ら
本
へ
の
顔
写
真
の
掲

載
ま
で
許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
ら
、
先
人
の
営
み
（
仕
事
・
作
業

現
場
や
ま
し
て
人
間
や
顔
の
分
か
る
写

真
を
撮
る
こ
と
、
出
版
物
に
掲
載
す
る

こ
と
な
ど
長
く
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

か
っ
た
）
が
あ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
現
在
の
明
る
い
現
状
を
反

映
し
て
い
て
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
。
共
同
研
究
者
の
部
落
問
題
へ
の
理

解
と
認
識
が
少
し
で
も
身
に
つ
い
た
と

す
れ
ば
い
い
成
果
と
い
え
よ
う
。

２
．
三
千
本
膠
が
生
産
中
止
に
な
る

と
い
う
購
入
業
者
か
ら
の
伝
言
が
こ
の
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本
の
出
発
点
だ
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ

は
皆
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
た
姫
路
市
福
井

の
旭
陽
化
学
と
同
村
の
清
恵
商
店
の
こ

と
で
あ
る
。
村
は
多
い
時
に
は
関
連
も

含
め
て
四
〇
軒
以
上
膠
作
り
が
行
わ
れ

て
い
た
。
清
恵
商
店
は
最
後
ま
で
続
け

た
親
父
さ
ん
が
こ
つ
こ
つ
と
冬
場
の
和

膠
作
り
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
原
料
の
皮
の
問
題
（
原
料
が
ク
ロ

ム
鞣
革
）
や
体
力
が
持
た
な
く
て
、
な

ん
ど
も
中
断
し
な
が
ら
も
今
世
紀
初
め

ま
で
続
け
て
い
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
後
に
御
子
息
が
帰
ら
れ
て
、
冬
場
の

膠
作
り
を
継
ぎ
一
〇
年
近
く
は
し
て
お

ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
ぜ
辞

め
ら
れ
た
か
事
情
は
伺
わ
な
か
っ
た
が
、

最
終
的
に
終
え
ら
れ
、
そ
の
前
後
で
、

取
引
業
者
が
入
っ
て
、
旭
陽
化
学
さ
ん

が
男
気
を
出
し
て
引
き
受
け
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

あ
ま
り
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
ど
も

を
ふ
く
む
こ
の
過
程
全
体
が
、
本
書
に

ふ
さ
わ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
物

語
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
最
後
の
古
典
的
膠
作
り
の
記
録

（
写
真
・
絵
・
テ
ー
プ
の
複
製
）
は
私

の
手
元
に
あ
る
（
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
）
。
そ
し
て
絵
と
文
章
で
、
そ

の
工
程
全
体
を
公
開
し
た
（
※
２
）
。
二

一
世
期
に
入
っ
た
こ
の
時
点
で
も
装
置

や
道
具
の
写
真
を
撮
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
作
業
を
す
る
動
作
、
ま
し
て
や
顔

が
出
る
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
は
厳
に

禁
止
を
事
前
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
に
和
膠
製
作
の
大
か
ら
小
ま
で

の
か
な
り
の
道
具
類
を
譲
り
受
け
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
私
た
ち
の
ル
ポ
を
み
れ

ば
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
膠
作
り
が
、

ま
っ
た
く
古
典
的
で
な
い
こ
と
は
、
フ

レ
ッ
シ
ン
グ
・
ド
ラ
ム
・
扇
風
機
な
ど

の
大
型
機
械
の
使
用
や
、
な
に
よ
り
天

日
干
し
の
な
い
こ
と
な
ど
、
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
技
術
の
要
諦
さ
え
記
さ
れ

て
お
ら
ず
、
再
現
性
も
な
い
。

※
１

臼
井
壽
光
が
五
回
に
わ
た
り
史

料
紹
介
し
た
戦
前
の
大
量
の
古
文
書

（
「
戦
時
統
制
下
の
和
膠
業
」
１
～
５
、

部
落
解
放
研
究
所
紀
要
『
部
落
解
放
研

究
』
七
八
号
～
九
〇
号
、
一
九
九
一
年

～
一
九
九
三
年
）
は
、
旭
陽
化
学
の
先
々

代
の
所
蔵
さ
れ
て
い
た
和
膠
組
合
の
史

料
で
あ
る
。
臼
井
ら
が
調
査
に
赴
い
た

そ
の
時
、
偶
然
に
も
資
料
と
文
書
は
一

箇
所
に
積
み
上
げ
ら
れ
処
分
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

※
２

私
た
ち
が
発
表
し
た
ル
ポ
と
は

「
和
膠
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
」
（
奈

良
県
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
『
部
落
解

放
な
ら
』
一
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

の
こ
と
で
あ
る
。
現
地
調
査
に
あ
っ
て

は
、
も
う
少
し
聞
取
り
の
深
掘
り
を
行
っ

て
、
せ
め
て
こ
の
ル
ポ
の
存
在
あ
た
り

に
は
た
ど
り
着
い
て
ほ
し
か
っ
た
。

３
．
ア
イ
ヌ
は
別
と
し
て
共
同
研
究

者
た
ち
が
訪
ね
歩
い
た
場
所
は
、
勿
論

現
在
日
本
国
内
で
の
和
膠
生
産
は
絶
え

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
膠
作
り
の
現

場
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
歴
史
的
に

み
て
も
膠
作
り
の
現
場
で
あ
っ
た
こ
と

が
な
い
場
所
で
あ
る
。
大
阪
浪
速
＝
江

戸
時
代
の
渡
辺
村
で
一
部
膠
焚
き
を
し

て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
膠
材
料
で

あ
る
ニ
ベ
の
集
積
は
お
こ
な
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
実
際
の
膠
作
り
は
河
内
国

植
松
村
が
主
力
だ
っ
た
。
現
在
で
も
訪

ね
れ
ば
遺
跡
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
少
な
く
と
も
江
戸
後
期
か
ら
近

代
に
か
け
て
の
出
荷
台
帳
は
残
さ
れ
て

い
る
（
寄
贈
さ
れ
て
大
阪
商
業
大
学
に

一
括
納
め
ら
れ
て
い
る
）
。

畿
内
＝
関
西
で
は
播
磨
国
で
「
播
州

膠
」
の
名
で
広
く
展
開
さ
れ
た
が
、
革

作
り
が
主
体
の
高
木
村
で
は
行
わ
れ
ず
、

周
辺
の
西
御
着
・
余
部
・
福
井
・
越
部

な
ど
で
展
開
さ
れ
た
。
大
和
＝
奈
良
県

の
場
合
は
現
在
ま
で
続
く
墨
膠
の
需
要

が
あ
り
、
遅
く
ま
で
奈
良
市
内
の
部
落

や
御
所
柏
原
村
で
行
わ
れ
て
い
る
。
事

前
調
査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
た
と
え

ば
臼
井
が
五
回
に
渉
っ
て
史
料
紹
介
し

た
も
の
（
※
１
）
を
読
ん
で
い
れ
ば
、
戦

前
で
の
こ
れ
ら
の
主
要
地
域
・
部
落
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
近

代
で
は
あ
る
時
期
ま
で
滋
賀
県
が
主
要

な
産
地
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
い

わ
ば
「
和
膠
の
ふ
る
さ
と
」
＝
故
地
で

あ
る
。
い
か
な
る
情
報
に
基
づ
い
て
調

査
地
が
選
定
さ
れ
た
の
か
は
、
私
に
は

分
か
ら
な
い
が
、
素
人
選
地
で
あ
る
と

の
評
価
は
免
れ
な
か
ろ
う
。

４
．
共
同
研
究
に
つ
い
て
も
う
ひ
と

つ
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
現
在
奈
良
女
子

大
学
と
奈
良
文
化
財
研
究
所
で
多
分
別
々

に
、
膠
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
研
究
機
関
と
し
て
そ
の
情
報
は

精
粗
は
別
と
し
て
得
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
の
様
子
は
本

か
ら
は
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ど
ん
な
研
究
で
あ
れ
、
テ
ー
マ
を
設

定
す
れ
ば
そ
こ
に
過
去
の
蓄
積
＝
研
究

業
績
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
後
続

の
研
究
者
は
、
先
達
の
研
究
を
探
索
し
、

そ
れ
を
読
み
込
み
、
乗
り
越
え
る
観
点

や
視
点
を
も
っ
て
新
た
な
史
料
や
知
見

を
提
示
す
る
。
本
書
が
こ
う
し
た
正
統
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な
道
筋
を
た
ど
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
。
そ
れ
は
別
の
地
平
か
ら
の
「
な

い
も
の
ね
だ
り
」
の
批
評
な
の
か
。

右
の
一
文
は
著
者
た
ち
宛
に
送
っ
た

書
簡
を
、
個
人
の
名
前
や
事
情
な
ど
若

干
の
加
除
を
施
し
て
載
せ
た
。

（
二
）

武
蔵
野
美
術
大
学
共
同
研
究
は
ナ
マ

の
部
落
問
題
と
大
き
な
交
わ
り
さ
え
も

ち
な
が
ら
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
は
部

落
問
題
を
学
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
今
回
の
文
献
紹
介
に
は
奇
妙
な

論
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
部
落
問
題
を

意
識
的
・
無
意
識
的
に
避
け
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
文
献
を
挙
げ
る
こ
と

で
、
部
落
史
文
献
に
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
奈
良
製
墨
組
合
（
注
①
～
⑥
）
・

武
蔵
野
美
術
大
学
・
奈
良
女
子
大
学

（
注
⑦
～
⑪
）
、
そ
し
て
江
戸
期
の
古

梅
園
の
製
墨
過
程
そ
の
も
の
か
ら
み
え

て
く
る
忌
避
観
念
で
あ
る
。

奈
良
製
墨
組
合
が
精
力
的
に
、
「
奈

良
墨
」
の
顕
彰
を
お
こ
な
う
に
至
っ
た

理
由
は
答
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、

文
化
庁
の
伝
統
文
化
活
性
事
業
の
助
成

の
有
効
活
用
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
知
る
限
り
六
点
も
の
記
録
（
注
①

～
⑥
）
が
刊
行
を
み
て
い
る
。
冒
頭
述

べ
た
通
り
墨
と
は
煤
＋
膠
＋
香
料
、
箱

押
し
か
ら
成
る
。
つ
ま
り
膠
は
煤
に
続

く
重
要
材
料
で
あ
る
。
古
梅
園
六
代
元

泰
は
膠
は
最
重
要
な
材
料
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。
江
戸
時
代
そ
れ
を
製
造
し
て

い
た
の
は
大
半
被
差
別
部
落
で
あ
っ
た
。

だ
が
組
合
刊
行
物
か
ら
そ
の
事
実
を
知

る
こ
と
は
な
い
。
奈
良
市
史
料
保
存
館

に
は
墨
職
で
あ
っ
た
宮
武
家
文
書
が
あ

る
。
注
④
は
そ
の
文
書
の
翻
刻
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
膠
も
出
て
く
る
。
と
こ
ろ
が

そ
れ
が
部
落
問
題
と
関
わ
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
一
行
も
で
な
い
。

で
は
宮
武
家
文
書
に
は
そ
う
し
た
文

書
は
な
い
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
六

車
美
保
「
製
墨
に
用
い
る
膠
の
入
手
に

つ
い
て
」
（
宮
路
淳
子
代
表
『
古
代
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
膠
生
産
の
研
究
』
二

〇
一
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
墨
職
仲
間
は

膠
の
入
手
に
つ
い
て
ａ
穢
多
方

ｂ
新
規

膠
屋
ｃ
旧
来
膠
屋
の
三
ル
ー
ト
が
あ
り
、

大
和
の
み
な
ら
ず
大
坂
か
ら
も
仕
入
れ

て
い
た
。
ｂ
・
ｃ
は
仲
買
・
問
屋
で
あ
っ

て
、
元
の
生
産
者
が
多
く
が
部
落
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
奈
良
奉

行
は
奈
良
晒
に
次
い
で
奈
良
墨
を
国
産

物
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
「
膠
焚
き

奈
良
坂
村
十
郎
・
六
兵
衛
御
冥
加
上
納
」

と
引
き
替
え
に
、
専
売
的
に
買
い
取
ら

せ
る
措
置
を
と
る
。
墨
職
仲
間
に
と
っ

て
重
大
事
で
あ
る
。
ｂ
の
新
規
膠
屋
と

は
他
国
産
膠
に
絡
ん
で
お
り
、
そ
れ
は

そ
れ
で
大
和
国
内
の
部
落
に
と
っ
て
も

他
人
事
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
ん
な
大
変
な
問
題
も
注
④
に
か
か
れ

ば
な
か
っ
た
が
如
く
に
扱
わ
れ
る
。

今
は
二
一
世
紀
だ
と
い
っ
て
お
き
た

い
。な

お
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
が
参
画

し
た
文
献
目
録
や
解
題
は
、
見
落
と
し

の
多
い
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
（
注
②
）
。

（
三
）

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
奈
良
町
に
三

八
軒
の
墨
屋
が
あ
っ
た
（
諸
事
控

墨

屋
之
覚
）
。
そ
の
な
か
で
も
古
梅
園
は

近
世
奈
良
を
代
表
す
る
墨
業
者
で
あ
る

が
、
盤
石
の
基
盤
を
作
っ
た
の
は
漢
文

学
を
修
徳
し
た
五
代
和
泉
元
規
（
万
治

二
（
一
六
五
九
）
年
―
享
保
四
（
一
七
一

九
）
年
）
、
生
涯
を
か
け
て
「
和
方
式
」

（
『
墨
譜
』
）
を
探
究
し
た
六
代
元
泰

（
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
―
寛
保
三

（
一
七
四
三
）
年
）
で
あ
っ
た
。

墨
と
は
ご
く
単
純
に
い
え
ば
、
油
煙

か
松
煤
を
膠
で
固
め
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
前
者
、
中
国
は
後
者
が
主
流
。

五
代
目
は
晩
年
に
至
り
ヒ
ッ
ト
作
豊
山

香
（
ぶ
ざ
ん
こ
う

長
谷
寺
山
号
）
を

創
り
、
ま
た
松
煙
墨
に
も
挑
ん
だ
。

和
方
式
の
出
発
点
は
『
延
喜
式
』
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
泰
は
広
東
膠
に
拘

り
、
長
崎
落
札
価
格
に
二
割
を
上
乗
せ

し
て
買
い
取
る
と
願
い
出
る
（
注
④
）
。

か
く
し
て
古
梅
園
の
膠
は
官
許
の
あ
っ

た
寛
保
元
年
（
元
泰
は
同
三
年
死
去
、

以
前
か
ら
慣
行
と
し
て
広
東
膠
を
買
入

れ
て
い
た
の
で
元
文
五
年
あ
た
り
か
ら
）

か
ら
文
化
一
四
年
ま
で
日
本
の
膠
は
使

用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ど
う
し
て
そ
こ
に
拘
っ
た
の
か
。
注

⑧
の
『
唐
人
墨
製
問
答
之
記
録
』
を
読

ん
で
も
分
か
ら
な
い
。
元
泰
は
事
前
準

備
を
整
え
た
う
え
で
元
文
四
（
一
七
三

九
）
年
長
崎
に
下
り
、
唐
人
を
相
手
に

問
答
を
お
こ
な
っ
た
（
注
⑦
・
⑧
）
。

膠
は
墨
製
の
専
要
に
し
て
、
精
粗

利
害
の
差
別
に
か
ヽ
る
。
尤
委
細

承
度
候

唐
人
の
答
え
を
記
し
て
い
く
が
、
唐

で
は
黄
牛
膠
の
み
だ
が
混
濁
を
避
け
る

た
め
に
も
膠
の
吟
味
は
大
事
、
事
前
に

受
け
取
っ
て
い
た
牛
皮
膠
・
同
再
製
膠

は
い
い
膠
に
み
え
る
。
と
り
わ
け
再
製

膠
は
唐
国
の
墨
よ
り
優
れ
て
い
た
、
そ

れ
で
も
唐
国
の
墨
は
良
い
と
い
う
な
ら
、

膠
が
良
す
ぎ
る
の
が
原
因
か
も
し
れ
な
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い
。
「
煙
は
墨
中
の
君
也
、
膠
は
臣
也
、

煙
負
候
て
は
し
か
る
へ
き
か
」
と
答
え

て
い
る
。
唐
国
で
は
煙
と
膠
を
練
り
込

ん
で
型
に
入
れ
た
後
も
槌
で
数
千
返
も

打
つ
と
い
う
が
、
元
泰
は
そ
れ
は
一
回

も
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
そ
の
当
た
り

に
違
い
が
あ
る
か
に
思
え
る
が
、
元
泰

は
始
め
か
ら
結
論
あ
り
き
で
広
東
膠
へ

執
着
す
る
。
そ
の
強
い
こ
だ
わ
り
の
根
っ

こ
が
分
か
ら
な
い
。

元
泰
最
晩
年
の
寛
保
年
間
、
吉
宗
は

途
絶
え
て
い
た
紀
州
藤
代
墨
の
再
興
を

は
か
り
、
松
煙
墨
藤
白
墨
と
銘
打
っ
て

広
め
幕
府
御
用
墨
と
な
り
、
奈
良
墨
の

地
位
を
揺
る
が
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
く
。

七
代
元
彙
は
写
経
用
に
は
清
浄
な
墨

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
木
に
か
わ
、

草
に
か
わ
を
作
り
出
し
た
と
い
う
。
ど

う
し
て
も
そ
れ
こ
そ
が
天
下
の
製
墨
製

造
・
商
を
行
う
古
梅
園
に
と
っ
て
の
、

古
層
に
あ
る
意
識
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。い

ず
れ
に
せ
よ
膠
＝
和
膠
な
ど
と
い

う
も
の
は
、
部
落
問
題
や
部
落
史
の
分

野
に
あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ー
な
対
象
で
あ

る
の
だ
ろ
う
。
近
刊
『
滋
賀
の
同
和
事

業
史
』
（
滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
二
一
年
一
月
）
で
も
膠
の
く
ず
を
ニ

ベ
と
呼
ぶ
な
ど
、
ま
た
近
代
の
滋
賀
県

の
和
膠
業
に
つ
い
て
ま
と
め
的
な
文
献

（
「
近
江
膠
沿
革
」
鈴
木
栄
樹
史
料
紹

介
、
部
落
問
題
研
究
所
紀
要
『
部
落
問

題
研
究
』
一
四
八
号
、
一
九
九
九
年
）

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
照
さ
れ
た

様
子
は
な
い
。
い
ず
れ
も
膠
の
研
究
が

部
落
史
研
究
の
分
野
に
あ
っ
て
さ
え
、

広
い
関
心
と
認
知
を
得
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

近
代
部
落
史
研
究
の
分
野
に
あ
っ
て
、

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
対
象
で
あ
る
膠
・
ゼ

ラ
チ
ン
を
視
野
に
入
れ
て
誠
実
な
探
究

を
お
こ
な
っ
た
の
は
秋
定
嘉
和
氏
が
唯

一
と
い
っ
て
い
い
の
で
な
い
か
。
巨
星

落
つ
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

謝
辞

小
稿
で
あ
っ
て
も
成
る
に
つ
い
て
は

奈
良
女
子
大
学
・
宮
路
淳
子
、
奈
良
文

化
財
研
究
所
、
奈
良
大
学
・
木
下
光
生
、

奈
良
市
文
化
財
課
、
奈
良
県
立
民
俗
博

物
館
、
各
機
関
・
諸
氏
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
な
お
奈
良
製
墨
組
合
な
ら
び
に
大

谷
俊
太
氏
か
ら
は
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

注
奈
良
製
墨
組
合

刊
行
文
献

①
の
組
合
史
以
外
は
い
ず
れ
も
文
化

庁
「
地
域
伝
統
文
化
総
合
活
性
化
事
業
」

等
の
助
成
に
よ
る
も
の

①
『
奈
良
製
墨
文
化
史
―
奈
良
製
墨
協

同
組
合
設
立
五
〇
周
年
記
念
』
二
〇
〇

〇
年

②
『
奈
良
墨
の
継
承
と
和
膠
生
産
の
再

興
』
二
〇
一
三
年

③
『
中
村
家
所
蔵
墨
譜
』
二
〇
一
五
年

三
月

④
『
宮
武
家
旧
蔵
文
書
』
二
〇
一
五
年

三
月

⑤
『
近
世
奈
良
墨
資
料
・
第
一
集
・
古

梅
園
文
書
１
』
二
〇
一
六
年
三
月

⑥
『
近
世
奈
良
墨
資
料
・
第
二
集
・
古

梅
園
文
書
２
』
二
〇
一
七
年
三
月

奈
良
女
子
大
学

古
梅
園
中
の
膠
資
料

⑦
大
谷
俊
太
他
「
古
梅
園
記
録
」
（
正

徳
三
年
～
安
永
末
、
文
化
ま
で
追
記
あ

り
）
解
題
と

翻
刻
上
・
中

・
下

（
『
（
奈
良
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
紀
要
）

叙
説
』
三
二
（
二
〇
〇
五
年
）
・
三
三

（
二
〇
〇
六
年
）
・
三
四
（
二
〇
〇
七
年
）
）

⑧
松
尾
良
樹
・
的
場
美
帆
「
唐
人
墨
製

問
答
之
記
録
―
「
古
梅
園
造
墨
資
料
」

翻
刻
と
解
題
２
―
」
（
『
（
奈
良
女
子
大

学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）
古
代
学
』

四
（
二
〇
一
二
年
）
）

⑨
的
場
美
帆
「
成
島
道
筑
老
御
門
之
返

書
―
「
古
梅
園
造
墨
資
料
」
翻
刻
と
解

題
５
―
」
（
『
（
奈
良
女
子
大
学
古
代
学

学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）
古
代
学
』
五
（
二
〇

一
三
年
）
）

⑩
六
車
美
保
「
膠
に
関
す
る
願
書
資
料

―
「
古
梅
園
造
墨
資
料
」
翻
刻
と
解
題

７
―
」
（
（
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研

究
セ
ン
タ
ー
）
『
古
代
学
』
六
（
二
〇
一

四
年
）
）

⑪
六
車
美
保
「
魚
鰾
膠
に
関
す
る
新
資

料
―
「
古
梅
園
造
墨
資
料
」
翻
刻
と
解

題
９
―
」
（
（
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術

研
究
セ
ン
タ
ー
）
『
古
代
学
』
七
（
二
〇

一
五
年
）
）
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部落解放 811（解放出版社刊，2021.10）：600円

特集 沖縄とヤマトの出会い直し

小特集 差別戒名の発覚から45年 今（上）

はじめに 問われた仏教の根本 日野範之／「差別戒名・

現地研修会」の報告 1 私たち宗教者が行なったこと 佐々

木基文／「差別戒名・現地研修会」の報告 2 「人でな

し」はどちらなのか 西蔵全悠

研究と人柄で敬愛された秋定嘉和先生を偲ぶ 朝治武

ソーラーパネルのある部落 兵庫県山王 編集部

リレーエッセイ 水平社100年に想う 8 自ら立ち上がる

今村登

もう一つの隔離 ハンセン病療養所附属保育所を生きて

12 「龍田寮」最後の保母たち 福岡安則

春告鳥は地を這う 戦後部落解放運動史の検証と再考 12

部落解放運動が胎蔵していた社会変革への可能性と限界

2 谷元昭信

部落史研究 6（全国部落史研究会刊，2021.3）：2,000円

特集 部落史シンポジウム/部落問題をめぐる呼称の歴史

的意味

身分呼称「元穢多」の成り立ち―「解放令」以後の社会

へ― 畑中敏之／「新平民」「貧民部落」「特種（特殊）

部落」呼称について 八箇亮仁／二〇世紀前半期の部落

差別撤廃運動と行政における部落呼称と社会意識 井岡

康時／「未解放部落」「被差別部落」という呼称につい

て 割石忠典

静岡県小笠地域における融和運動としての「満州」移民

―融和運動家井上良一の事例― 中山敬司

前近代における差別呼称が確認できる絵図（古地図）の

デジタル公開についての提言 全国部落史研究会

「提言」の掲載にあたって（経過説明） 廣岡浄進

全国部落史研究会会員 著書・論文等目録（2020年1月～

2021年3月）

各地研究所（会）紀要などの紹介（2020年1月～2021年3月）

部落史研究報告集 25（八幡浜部落史研究会刊，2021.6）

座談会「愛媛の水平運動～証言を基に水平社の精神を学

ぶ～」

小学校で起こった部落差別事件 水本正人

愛媛の水平社支部は、学校における部落差別事件に、ど

う取り組んだか 五藤孝人編：水本正人・甲野正人・菊

池正・矢野俊治・西園寺千代

融和団体「愛媛県善隣会」の菊間町での活動～青年指導

者 稲田宇吉の活躍～ 山本康樹

本願寺史料に現れる伊予大洲～留役所「伊予諸記」より

～ 水本正人

和歌山城下の牢番頭共による「在家（有宿の百姓、町人

身分）筋召捕」の復活 水本正人

今をどう生きるか～愛媛発シトラスリボンプロジェクト

～ 五藤孝人

水と村の歴史 信州農村開発史研究所紀要 33号（信

州農村開発史研究所刊，2020.3）

天明三年上信一揆の再検討 1―一揆勢の進路図をめぐっ

て― 斎藤洋一

史料紹介 「戊辰之記」―五郎兵衛新田村名主の慶応四

年（一八六八）日記 三― 浅科古文書研究会

信州農村開発史研究所紀要『水と村の歴史』第16号～第

32号目次

『信州農村開発史研究所報』第75号～第151号目次

むこうにみえるは 21号（人権ネットワーク・ウェー

ブ21刊，2021.7）

国勢調査小地域集計から見る改進地区 5

リベラシオン 182（福岡県人権研究所刊，2021.6）：1,

320円

同和教育との出会いから、部落問題を自己課題に 吉岡

辰実

川向秀武氏の教育への「問い」とライフストーリー 6―

福岡における教育実践・運動推進者としての活動を中心

として― 板山勝樹

書評 眞野豊著『多様な性の視点でつくる学校教育―セ

クシュアリティによる差別をなくすための学びへ』 塩

田洋明

満州医科大学最後の学長・守中清―日本人難民の感染症

蔓延防止に献身― 小正路淑泰

松本治一郎・井元麟之研究会 資料紹介 松本治一郎旧蔵

資料（仮）紹介 3―浜嘉蔵から松本治一郎宅への書簡―

森山沾一

図書紹介 和歌山人権研究所編刊『女人禁制 伝統と信仰』

井上法久

民衆史こぼれ話 片隅に生きた人たち 42 「ひえもんと

り」の周辺 9 石瀧豊美

図書紹介 部落解放・人権研究所朝鮮衡平運動史研究会

編『朝鮮衡平運動史料集・続』 竹森健二郎

故・秀村選三先生を偲ぶ 田中美帆

和歌山研究所通信 73（和歌山人権研究所刊，2021.9）

東尋坊と和歌山と生活保護 下地毅

和歌山人権研究所紀要 9（和歌山人権研究所刊，2021.

8）：1,100円

新型コロナウイルス禍における差別の理解と解消に向け

て 村山綾

新型コロナウイルスによりあぶり出された既存差別の問

題 安田賢行
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母屋取毀ち考－被差別民衆史の視点から「教祖伝」を読

む― 池田士郎

応神天皇論 記の大鞆和氣命ないしは品陀和氣命、紀の

誉田別命とは何者か 辻本正教

奈良女子高等師範学校附属小学校と「部落問題」 松本

博史

奈良人権部落解放研究所 研究紀要総目次

はらっぱ 398（子ども情報研究センター刊，2021.9）

特集 今、大阪から発信する

これからの街づくりで大切なこと～釜ヶ崎からこそ見え

る～ 生田武志／公教育をわたしたちの手に取り戻す闘

いを！～学ぶ権利の主体は子ども～ 久保敬／今ここで

生きることを楽しむ放課後 渡邊充佳／つながりあって

つくるわたしたちのまちの医療 永久教子／差別を乗り

越え、道を切り拓いていく 友永健吾

ヒューマンJournal 237（自由同和会中央本部刊，202

1.6）：500円

新しい部落史 7 「解放令」150年を考える 灘本昌久

ヒューマンJournal 238（自由同和会中央本部刊，202

1.9）：500円

新しい部落史 8 清目・河原者の仕事 灘本昌久

ヒューマンライツ 400（部落解放・人権研究所刊，20

21.7）：500円

特集 届け！被差別の声

識字運動の担い手たちが語る 7 懸命に生きてきたこと

書き残したい 後編 木本久枝さん（住吉輪読会・土曜組）

編集：熊谷愛

ヒューマンライツ 401（部落解放・人権研究所刊，20

21.8）：550円

特集 ソーシャルファームと新しい働き方

識字運動の担い手たちが語る 8 識字は、第二の人生、

そして楽しみ（前編）國島カヅ子さん、中村和子さん

（生江識字学級） 編集：菅原智恵美

ヒューマンライツ 402（部落解放・人権研究所刊，20

21.9）：550円

特集 デジタル改革関連法とセンシティブ情報

識字運動の担い手たちが語る 9 識字は、第二の人生、

そして楽しみ（後編） 國島カヅ子さん、中村和子さん

（生江識字学級） 編集：菅原智恵美

部落解放 807（解放出版社刊，2021.7）：600円

特集 ネット差別と法

水平社100年に想う 5 100年前と、100年後を想像する

齋藤直子

もう一つの隔離 ハンセン病療養所附属保育所を生きて

9 裁判で父娘関係認められず 福岡安則

春告鳥は地を這う 戦後部落解放運動史の検証と再考 9

同和対策事業特別措置法制定の意義と同和行政をめぐる

闘い 谷元昭信

部落解放 808（解放出版社刊，2021.7）：1,000円

第47回部落解放文学賞

部落解放 809（解放出版社刊，2021.8）：600円

特集 夜間中学校のこれまで・いま・これから

あってはならないが、なくてはならない学校 夜間中学

の歴史と現在 江口怜／夜間中学校の現場から～2021～

竹島章好／夜間中学校のこれから 金孝誠／札幌遠友塾

自主夜間中学の歩みと札幌市立夜間中学の開校 工藤慶

一／だれ一人置き去りにしない教育を求めて 岡山自主

夜間中学校の取り組み 城之内庸仁

本の紹介

金子マーティン『ロマ民族の起源と言語―インド起源否

定論批判』 友永健三／孫美幸『深化する多文化共生教

育―ホリスティックな学びを創る』 山本崇記

リレーエッセイ 水平社100年に想う 6 誰かを排除しな

い、抵抗のための誇りを求めて 瀬戸徐映里奈

ハンセン病患者に関する長野県公文書流出事件が提起し

た問題 藤野豊

ラムザイヤーの理論と政治的背景 歪曲と偏見に満ちた

差別論文の撤回を 片岡明幸

もう一つの隔離 ハンセン病療養所附属保育所を生きて

10 保母と実母のはざまで葛藤 福岡安則

春告鳥は地を這う 戦後部落解放運動史の検証と再考 10

1970年代―部落解放運動の疾風怒濤の時代 谷元昭信

部落解放 810（解放出版社刊，2021.9）：600円

特集 マーク・ラムザイヤー論文を批判する

水平社運動論を糺す 藤野豊／同和対策事業は成果がな

かったのか 角岡伸彦／「公娼」論／「植民地公娼」論

を検証する 金富子

本の紹介 姜徳相聞き書き刊行委員会『時務研究者姜徳

相―在日として日本の植民地史を考える』 鈴木健一

リレーエッセイ 水平社100年に想う 7 一つひとつの輝

きが、道となる 広沢佑

水平社創立者・西光万吉さんと私 没50年に偲ぶ 川口正志

皮革職人の自負心から部落のアイデンティティを育む

水野松男

濁酒からみる在日コリアンの歴史 李杏理

もう一つの隔離 ハンセン病療養所附属保育所を生きて

11 ダンスホールで見初められて 福岡安則

春告鳥は地を這う 戦後部落解放運動史の検証と再考 11

部落解放運動が胎蔵していた社会変革への可能性と限界

1 谷元昭信

2021年10月25日
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都市「養正地区」を事例に― 井手幸喜

文芸の散歩道 夏目漱石と社会主義ノート 2―空想的社

会主義との出会い― 水川隆夫

連載 写真で見る水平運動史 5 二 大正デモクラシーと

全国水平社の創立 5 徹底的糾弾闘争 尾川昌法

人権と部落問題 951（部落問題研究所刊，2021.9）：

660円

特集 生活保護裁判と生存権保障

文芸の散歩道 鴎外の遺書―大谷晃一『鴎外、屈辱に死

す』― 福地秀雄

写真で見る水平運動史 6 二 大正デモクラシーと全国水

平社の創立 6 婦人水平社と少年少女水平社 尾川昌法

人権と部落問題 952（部落問題研究所刊，2021.10）：

660円

特集 ジェンダー平等をめざして

声明 ジョン・マーク・ラムザイヤー氏の部落問題に関

する論文について 部落問題研究所理事会・研究委員会

八鹿高校事件から半世紀 第1章 八鹿高校事件の舞台と

全体像 1 水平社と国民融合全国会議 東上高志

写真で見る水平運動史 7 三 連帯の広がりと政治闘争 7

政治闘争への進出とアナ・ボル対立 尾川昌法

振興会通信 159（同和教育振興会刊，2021.7）

同朋運動史の窓 65 左右田昌幸

崇仁～ひと・まち・れきし～ 12（崇仁発信実行委員

会刊，2021.11）

特集 地域コミュニティ

月刊スティグマ 300（千葉県人権センター刊，2021.7）：

500円

差別とは何か、偏見とは何か 5 福岡安則

月刊スティグマ 301（千葉県人権センター刊，2021.8）：

500円

差別とは何か、偏見とは何か 6 福岡安則

月刊スティグマ 302（千葉県人権センター刊，2021.9）：

500円

何故、誰が、差別戒名をつけたのか 坂井康人

月刊地域と人権 447（全国地域人権運動総連合刊，20

21.7）

全国水平社創立百周年 部落解放運動100年の歴史 4 丹

波正史

月刊地域と人権 448（全国地域人権運動総連合刊，20

21.8）

水平社創立百周年を部落問題解消のゴールに 5 新しい

「差別意識」解消は法・条例より、人権を本音で語れる

地域づくりで 植山光朗

月刊地域と人権 449（全国地域人権運動総連合刊，20

21.9）

「上からの近代化」が「米騒動」・部落問題を残した

井本三夫

地域と人権京都 840（京都地域人権運動連合会刊，20

21.7.1）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 27 川部昇

地域と人権京都 841（京都地域人権運動連合会刊，20

21.7.15）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 28 川部昇

地域と人権京都 842（京都地域人権運動連合会刊，20

21.8.1）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 29 川部昇

地域と人権京都 843（京都地域人権運動連合会刊，20

21.8.15）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 30 川部昇

地域と人権京都 844（京都地域人権運動連合会刊，20

21.9.1）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 31 川部昇

地域と人権京都 845（京都地域人権運動連合会刊，20

21.9.15）：150円

戦後京都市の部落解放運動と同和行政の沿革 32 川部昇

であい 711（全国人権教育研究協議会刊，2021.6）：1

60円

人権文化を拓く 283 みんなつよくて、みんなよわい 長

谷川義史

であい 712（全国人権教育研究協議会刊，2021.7）：1

60円

人権文化を拓く 284 『町の本屋』から見えること 二村

知子

であい 713（全国人権教育研究協議会刊，2021.8）：1

60円

人権文化を拓く 285 アルビノとして生きる 藪本舞

同関協だより 61号（真宗大谷派同和関係寺院協議会

刊，2020.12）

崇仁まちづくりと京都市立芸術大学移転 前編 山内政夫

さん

同関協がゆく 12 後編 「是旃陀羅」と「旃陀羅」差別

鶴見晃さん

同関協だより 62号（真宗大谷派同和関係寺院協議会

刊，2021.6）

崇仁まちづくりと京都市立芸術大学移転 後編 山内政夫

さん

対談 「是旃陀羅」問題に向き合う 青木玲さん×濱口和也

奈良人権部落解放研究所紀要 39（奈良人権部落解放

研究所刊，2021.3）：1,000円
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小森龍邦『わが闘魂の半生』26

解放新聞広島県版 2399（解放新聞社広島支局刊，202

1.9.15）

小森龍邦『わが闘魂の半生』27

解放新聞広島県版 2400（解放新聞社広島支局刊，202

1.9.25）

小森龍邦『わが闘魂の半生』28

架橋 45（鳥取市人権情報センター刊，2021.8）

特集 「水平社宣言採択100年をまえにして」

水平社創立の理念を共有し、人類最高の完成へ 駒井忠

之／水平社創立の意味を問い直す 黒川みどり／全国水

平社創立100年に思う 西村芳将／まだ見ぬ未来に「よき

日」が訪れるように 衣笠尚貴

講演録 人権文化あふれる学校づくり 土田光子

みんなの架橋～架橋でめぐる全国の人権機関～草津市立

人権センターのあゆみ 伊東雄一

語る・かたる・トーク 316（横浜国際人権センター刊，

2021.6）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「マリアの本音」 吉成タダシ

部落史 学び直し 問い直しのススメ 3 差別の被害者も

加害者も出さない 外川正明

語る・かたる・トーク 317（横浜国際人権センター刊，

2021.7）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「ユウの卒業」 吉成タダシ

部落史 学び直し 問い直しのススメ 4 こども園、小学

校、中学校で一貫した人権学習を 外川正明

語る・かたる・トーク 318（横浜国際人権センター刊，

2021.8）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「救われたのは」 吉成タダシ

部落史 学び直し 問い直しのススメ 5 教員の力量を高

める授業研究会 外川正明

語る・かたる・トーク 319（横浜国際人権センター刊，

2021.9）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う 東

京オリンピックと人権 吉成タダシ

部落史 学び直し 問い直しのススメ 6 次の世代へと継

承していくために 外川正明

グローブ 106（世界人権問題研究センター刊，2021.7）

全国水平社創立者、桜田規矩三 山内政夫

国際人権ひろば 158（アジア・太平洋人権情報センター

刊，2021.7）：350円

特集 対談「人権はあなたのもの、わたしのもの」―今

こそ人権教育を問い直す 馬橋憲男×阿久澤麻理子

国際人権ひろば 159（アジア・太平洋人権情報センター

刊，2021.9）：350円

特集 反人種主義を議論した世界会議「ダーバン会議」

から20年・難民条約の加入から40年の日本

障害史研究 2号（九州大学大学院比較社会文化研究院

刊，2021.3）

発心の図像―中世仏教説話画に描かれた病と障害― 山

本聡美

江戸中後期における＜障害児＞・＜奇形児＞の捨て子や

子殺しに対する認識 クウィーラ,ダーヴィト＝ドミニク

中世絵画史料《遊行上人縁起絵》《聖徳太子絵伝》《融

通念仏縁起絵》諸本にみる不具および犬神人の描写に関

する予備的考察 末森明夫

武家夫婦の日記と病気記録―広島藩儒者頼春水・静子の

＜障害＞認識を考える― 高野信治

矜持と労苦―傷痍軍人とその妻の戦後経験― 山下麻衣，

藤原哲也，今城徹

上古・中古日本と古代中国の啞語彙位相における「啞不

能語」の定位 末森明夫

障害史関連の博物館、史料館、美術館等の紹介―欧米地

域を中心として― クウィーラ,ダーヴィト＝ドミニク

「障害史研究（Disability History Studies）のための

日本古典文学研究序説」合評会報告 福田安則

史料紹介 校訂版『鞠洲医事文稿』三編 大島明秀

じんけん 481（滋賀県人権センター刊，2021.5）：440円

特集 「滋賀の同和事業史」発行にあたって

「滋賀の同和事業史」の編集・執筆を終えて 井岡康時

／1948年10月30日～「滋賀の同和事業史」編さんの過程

で考えたこと～ 田中延和／同和事業史の基礎資料収集

から見えてきた部落差別事件の時代背景による変化 山

口敏樹／「滋賀の同和事業史」に関する資料収集から見

えてきたこと 山村暁子

人権と部落問題 949（部落問題研究所刊，2021.7）：

660円

特集 東京オリンピック・パラリンピックの行方

文芸の散歩道 夏目漱石と社会主義ノート 1―大日本帝

国憲法・教育勅語のころ― 水川隆夫

写真で見る水平運動史 4 二 大正デモクラシーと全国水

平社の創立 4 京都で創立大会 尾川昌法

人権と部落問題 950（部落問題研究所刊，2021.8）：

660円

特集 戦争と平和を伝える

現地報告 かつての「同和地区」に大きな変化が！―京

2021年10月25日
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://shiryo.suishinkyoukai.jp

□開室日時 月曜日～水曜日・金曜日・第２・４土曜日 10時～17時（祝日・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩５分

アイユ 361（人権教育啓発推進センター刊，2021.6）

インタビュー なぜ解放令が公布されても部落差別はな

くならなかったのか 灘本昌久

部落差別と結婚差別 6 「Kakekomi寺…結婚差別」ネッ

トワークの取組 6 大賀喜子

紹介 展覧会「膠を旅する 表現をつなぐ文化の源流」

アイユ 362（人権教育啓発推進センター刊，2021.7）

インタビュー アイヌプリ 相手のことを「思う」 秋辺

デボさん・本田優子さん

部落差別と結婚差別 7 「Kakekomi寺…結婚差別」ネッ

トワークの取組 7 大賀喜子

アイユ 363（人権教育啓発推進センター刊，2021.8）

インタビュー ハンセン病問題はいまだ終わっていない

潮谷義子さん

部落差別と結婚差別 8 「Kakekomi寺…結婚差別」ネッ

トワークの取組 8 大賀喜子

明日を拓く 129・130（東日本部落解放研究所刊，202

1.9）：2,200円

小特集 川向秀武さんを偲ぶ

特集 若手チームが訪ねる・聞く・学ぶ 1 栃木県大平町

を訪ねる

朝田教育財団だより 35（朝田教育財団刊，2021.8）

京都から、人権を考える～同和問題の視点から～ 山本

崇記

IMADR通信 207（反差別国際運動刊，2021.8）

特集 コロナと世界のマイノリティ・コミュニティ

ウィングスきょうと 165（京都市男女共同参画推進協

会刊，2021.8）

図書情報室新刊案内

津止正敏著『男が介護する 家族のケアの実態と支援の

取り組み』／尹雄大著『さよなら、男社会』

解放新聞 2995（解放新聞社刊，2021.7.5）：115円

本の紹介 とくしま社会運動資料センター刊『部落史関

連講座講演録』

解放新聞 2996（解放新聞社刊，2021.7.15）：115円

近世身分制に関するマスコミ等の誤解に対する中央本部

見解

解放新聞 2997（解放新聞社刊，2021.7.25）：115円

101年目からを展望する連続講座 6・7

本の紹介 山口県人権啓発センター編『入門 山口の部落

解放志』 阿南重幸

解放新聞 3000（解放新聞社刊，2021.8.25）：115円

「解放新聞」との半世紀 割石忠典

解放新聞 3001（解放新聞社刊，2021.9.5）：115円

ツラッティ千本 移転・オープンする

解放新聞京都版 1211（解放新聞社京都支局刊，2021.

7.15）：70円

玄々斎の茶室を再建 東三条の宝として守り続ける

解放新聞京都版 1213（解放新聞社京都支局刊，2021.

8.15）：70円

東三条のルーツは四条に 古銭は革紐で束ねられていた

解放新聞東京版 1004号（解放新聞社東京支局刊，202

1.7.1）：110円

書評 栃木裕『屠畜のお仕事』 岩田明夫

解放新聞広島県版 2391（解放新聞社広島支局刊，202

1.6.25）

小森龍邦『わが闘魂の半生』25

解放新聞広島県版 2398（解放新聞社広島支局刊，202

収集逐次刊行物目次（2021年7月～9月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～

事務局よりお知らせ

◇秋定先生には、2005年6月に当時空席になっていた所長を引き受けていただいて以降、16年にわたって

大変お世話になりました。所長になってからも当センターのことを「師さんの研究所」と呼ばれ、大学

時代からの親友の師岡佑行さんが所長だった京都部落史研究所を引き継ぐ当センターのあり方、将来に

ついて熱心に考えてくださいました。ここ数年は体調を崩されてこちらに来られることが少なくなり、

残念でした。秋定先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。


